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ウラソゾの核分裂

薮県*

Nuclear divisions in Lα旬開処C何 nipponicαYAMADA

Hiroshi Y ABU 

YABU， H. 1978. Nuc1ear divisions in Laurencia niPponica Y AMADA. Jap. J. Phycol. 26: 
35-39. 

Cytological observations have been tried on Laurencia nippoπica Y AMADA which was 
collected in the vicinity of Hakodate， Hokkaido. The nuc1ear division in the tetra-
sporengium is meiosis. The first nuc1ear division in the tetrasporangium was found to 

have n=28 chromosomes， of which one frequently appeared to be smaller than the others. 
Chromosome count in the spore germlings showed that the tetraspore germlings were 
haploid and the carposopre germlings were diploid. 

Hiroshi Yabu， Faculty 01 Fisheries， Hokkaido University， Hakodate， 040， Japan. 

紅藻ソゾ属植物で現在迄に染色体数が発表されてい

るものとしては，Laurencia hybrida (WESTBROOK， 

1935) L. obtusa var. majuscula (Y ABU & KA WA-

MURA， 1959) L. paPillosa (Y ABU & KAWAMURA， 
1959; Cordeiro・Marino，YAMAGUISHI-ToMITA & 

YABU， 1974) L. pinnatifida (KYLIN， 1923; GRUBB， 

1925; WESTBROOK， 1928， 1935; AUSTIN， 1959， 

MAGNE， 1964)の4種がある。最近私は函館付近で期

夏に極く普通に見られるウラソゾ Laurencianippo・

nica YAMADAについて細胞学的研究を試みたところ，

四分胞子並びに精子形成の際と四分胞子並びに果胞子

の発生体に核分裂が認められ染色体を観察することが

出来たのでその結果を報告したい。

材料と方法

材料としては，函館市外の茂辺地(1974年6月に採集)， 

南茅部郡臼尻 (1974年と 1675年の7月に採集)，並び

に函館市内の立待岬 (1676年6月に採集)で得たもの

を用いた。臼尻で得た材料は北大水産学部付属目尻水

産実験所内の実験室で，その他の材料は北大水産学部

傘北海道大学水産学部 (040，函館市港町 3丁目1-1)

の研究室で海水を満たしたパットの中で生かしておき

夜半に固定した。立待岬で採集した材料の一部は四分

胞子体と雌性体とを選別し，その胞子をスライドグラ

ス上に放出させ，培養し固定に供した。胞子の培養に

は SCHREIBER氏液を用いた。藻体並びに胞子発生体

は共に酪酸アルコール (1:3)の混液で固定し， WIT-

TMANN (1965)の液で染色した。

結果

四分胞子形成の際の核分裂:四分胞子褒内の第1分

裂前期には核はパキテン，ディプロテン，ディアキネ

シスの各期を経て中期に至る正常な減数分裂の経過を

辿るが，ディプロテン期からディアキネシス期に移行

する際には染色糸が一時消失して拡散期の様相を呈す

る。 Figs.1-9は第 l分裂前期のディアキネシス期か

ら中期に至る核分裂像を示す。ディアキネシス期の後

半から中期の始めにかけての時期に染色体数が数えら

れたが，その数は28であった。そのうちの 1個は通常

他のものよりは小さい (Figs.3-5)。多数の中期側面

観が得られたが極には中心体は存在しない (Fig. 7)。

中期から後期にかけては屡々 l個の染色体が片方の極

又は両極に先行するのが観察された (Figs.8-9)。第
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Figs. 1-9. The first nLlclear clivisions in th巴 tetrasporangia of Lauγencia niPponica YAMADA. 

x 980. 1-2. Diakinesis. 3-6. Late cliakin巴sis. Small chronosome is pointecl by arrow. 7. Sicl巴

view of m巴taphase. 8-9. Metaphas巴 witha chromosome which is prececling to the pole (pointecl 

by arrow). 

1分裂後引き続き第 2分裂が行われるが，この際にも 胞子発生の|祭の核分裂 ウラソゾの四分JJ包子と架胞

中mlで極に先行する 1侶1の染色体が見られた。 子の発生については斎藤(1962)による報告があり，そ

t 精子形式の際の核分裂:Figs. 10-12に示す如く ， の発生型は典型的なl汲自信直立型であることが知られて

精子器托の細胞，精子探並びに放出されたばかりの精 いる。今回の培養で四分胞子，果JI包子共にこのl汲盤I直

子には分裂中の核が得られたが，何れも細胞は小さく， 立型の発生を行うことを見たが，猪野 (1947)がキタ

且つ染色体数が多いためその数の確認は困難であった。 ソゾの培養で見ている直立型の発生を行う ものも多数

しかし核内に染色体のよく肱がった小数の像からは 観察された。休から放出されたばかりの四分胞子と果

20-25個の染色体が認められた。 JI包子40個づつについてその径を測定した平均値は四分
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Figs. 10-12. Nucl巴arc1ivisions leacling to the spermatiLlm formation of Laurencia ni戸戸onica

YA~ I ADA . Fig. 10， x 800; Figs. 11-12， x 980. 10. VarioLls stages of nuclear c1ivisions in the cells 

of anth巴riclialreceptacle. 11. Metaphase (pointecl by arrow) in the cell of anthericlial receptacle. 

12. VarioLls stages of nucleat. c1ivisions in spεrmatangia (ns) ancl metaphase in spermatia (ms). 

Figs. 13-18. Nuclear divisions in the tetraspore g巴rmlingsof Laurencia nittonica YA¥tADA. Figs. 

13-1，1， x 1100; Figs. 15-18， x-190. 13. Prophas色 inone-cellecl stage of the g巴rmling. 1-1. Late pro-

phase in one-cellecl stag巴 ofthe germling. 1;). Anaphase in onιcellecl stage of the germling. 

16. TlVo-cellecl stage of the germling. Early metaphase is point巴CI by arrolV. li. Four-celled 

stage of the germling. Sicle view of metaphase is pointecl by arrolV. 18. I¥在コt'ec1evelopee stage 

frol11 above. Late anaphase is pointecl by arrolV 

胞子では約70μ，果JI包子では約90μ でミ告しい差が認め 何れも径約16μ の大きさで中央に径 2，5~3 . 5μ の仁

られるが，固定染色した四分JI包子と果胞子の休止該は を有する。仁の数l主通常 l仰であるが，稀に 2個存在
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Figs. 19-22. Nuclear divisions in the carpospore germlings of Laurencia ni戸戸onica

Y AMADA.. X 490. 19. Prophas巴 inone-cellecl stage of the germling. 20. Early 

metaphase in one-cellecl stage of the germling. 21. Sicle view of metaphase in 

one-cellecl stag巴 ofthe germling. 22. Metaphase (point巴CIby arrow) in the cell of 

the germling_ 

する。 核分裂が開始されると，核内には染色糸が現わ

れる ようにな り，染色糸は次第に染色体に変化してい

く (Figs_13-14; 19-20)。発生体の細胞内では Figs_

15-22に見 られる如く ，妙、a極めて小さL、。これらの

休では染色体がj員々観奈されたが， その数の確認iはH郊』

か しし、、。 しカかミし胞子耳乃〉 白第íO 回目 の核分裂前l却則~羽fj の終 り カかミ

らlに:1判|

の発生休では 2却0~2お5 11仇倒品剖H♂Fi氾g_14幻)，果11包子の発生体

では約40側 (Fig_20)の染色体が数えられるものがあ

った。発生fA'の*11111包づすには中期fJlllini観 (Figs_17， 21) 

も観察されたが，四分a包子袋内7こ於ける絞分裂と同じ

く極には中心体i:t.認めつれなかった。

論述

ソゾ属ITI白物の染色体数は今迄に Laurenciahybl-ida 

'-c WESTI3ROOI< (1935)泊、 n= ca. 20， 2n = ca. 40， L. 

oblusa var. majuscul日で YAI3U& KAWAMURA 

( 1959)が 11=20， 211 =40， L. tatillosaで YAI3U& 

KAIVAMURf¥ ( 1 9 5~) が 11 = 20 ， 2n=40， CORDEIRO-

MARll'O， YAMAGUISIII-ToMITA & YAI3U (1974)が

11 = 26， L. tinnalijidaで IくYLll' (1923)が n=ca.20，

GRU日日 (1925) が 11 = 15-16， VVESTI3ROOK (1929テ

1935)ヵ l1=ca.20， 2n=ca. 40， AUSTI:'< (1959)ヵ:

口=29，2 11 = 58，い'~A G:\ E (1964)が 11=29 と発表 して

いる。今回， ウラソゾの凹分JJ包子設内に於ける第 l核



分裂で私の見た染色体数は n=28で，上記の四種で

報告されとている数とは異なるものであった。

本研究からは四分胞子形成の際に減数分裂が行われ，

四胞子の発生体は n，果胞子の発生体は 2nの体であ

ることが細胞学的に確かめられた。私 (YABU， 1976) 

は紅藻ダルスの四分胞子の発生体とアナダルスの四分

胞子と果胞子の発生体で屡4多核の細胞を有するもの

を観察したが，ウラソゾの胞子の発生体では斯様なも

のは見当らず体は何れも単核を有する細胞より成って

いた。
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筆者はこの様な記事を書くのには適任とは恩わない

が，或る方函からお勧めを戴いたので，それにお応え

するつもりで，同時通訳が行なわれたキャンフ・ベルホ

ールに焦点をしぼって拙筆を執る次第である。

すでに本誌上で幸臣告が有った様に，この同時通訳は

日本語ご英語の図式で示されるものであり，講演だけ

でなく質問もただちに通訳されるものであった。通訳

は日系米人と思われる男性一人と女性一人が交替で担

当した。先ず講演が日本語で行なわれた場合であるが，

誇演内容についてはあらかじめ講演者側から通訳側に

資料を渡して連絡がとられてあったということで，実

際の通訳も大体順調に行なわれていた様であったが，

スライド説明に入ると講演だけが先行して，通訳との

タイミングが乱れたり，通訳が断片的にしかなされな

かったり，通訳がなされないまま進行することも有っ

た。スライド説明についても、あらかじめ相互の連絡

を更に密にして，説明の速度をもっとゆるやかにすれ

ば，通訳の効果を一層高め得たものと思う。次に日本

人講演者が英語で発表を行なう場合に，通訳側主〉らも

しばしば指摘が有った様に，単に通訳の為にだけでな
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Mitsuo KAJIMURA: An impression of the 

く，一般聴衆の理解のためにも速度が全般に速すぎた

し，英語としては調子が弱すぎる上，音程が低すぎる

場合が多かった。つまり，発音やアグセントにはある

程度日本語なまりが出ても案外理解されるようである

が，日本語のもつ，やさしく柔らかい調子と音楽的要

素に乏しい点は，賛美歌が基調にあり，男性言語であ

る英語に慣れた人の耳には聴き取り難い要素となって

いる。日本語を話す場合にはむしろ失礼と思われるか

もしれない強い調子と高い音程と明瞭さとが，英語に

慣れた人の耳には逆に誠意と熱意の表現としてひびき，

権威あるものとして歓迎されると思う。この様な発表

練習は特別な指導や設備はなくても，誰でも容易に出

来るのではなかろうか。先述の様に，聴衆からの質問

も通訳されるので，英語による講演に対する質問にも

同時通訳を日本人参加者が活用する余地は有り余って

いるのを感じた。数千人を収容出来ると思われるあの

大ホールを，外国人による講演の場合には，しばしば

聴衆がうずめつくしたのに対して，日本人講演者の場

合にはそれが余りに対際的であったのは一体何故であ

ったろうか。

島恨大・文J!!1・臨海(偲5隠岐郡西郷町加茂)Oki Marine Biological Station Shimane Univ. Kamo. Saigo・cho.Oki.gun. 658 Japan. 
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